






研究目的 

 未熟児網膜症の光凝固治療が永田によって提唱されてから 10年になるが,その方法につ

いては 1970年初期の永田、大島,田辺,上原等の報告以来,余り議論がされていない。光凝

固の時期については,Ⅰ型であれば 3 期中期,Ⅱ型,混合(中間)型であれば比較的初期から

行うという点ではほぼ意見の一致を見ているようであるが,実際の実施方法,回数,凝固位

置,凝固数などについては各自がその経験で行っていて余り発表されていない。 

 そこで今回著者は,最近光凝固治療を行った3症例を提示し,光凝固療法につき考えてみ

たいと思う。使用機器は東独ツァイス LIK0 5,000 である。 

 尚東独ツァイス,西独ツァイス,キャノン,レーザー,冷凍凝固などで,それぞれ長所短所が

あり,また理想の道具が入手出来ないなどの問題があるが,それらについては次の機会とす

る。 


